
6666
JJJJuuuunnnneeee
2222000000008888（（（（平平平平成成成成22220000年年年年））））

■■ TTTTOOOOPPPPIIIICCCCSSSS ■■
平成19年度下半期財政状況

…2～３P
ツール・ド・コリア-ジャパン

…４～６P
長寿医療制度 …７P
まちの話題 …９～11P
案内板 …18～23P

題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

古
閑
　
桃
佳

も
も
か

さ
ん

（
三
岳
小
２
年
）

NNNNoooo....77779999

広広広広
報報報報

ツツツツーーーールルルル・・・・ドドドド・・・・ココココリリリリアアアア----ジジジジャャャャパパパパンンンン 2222000000008888  日日日日本本本本スススステテテテーーーージジジジ
6月21日(土）・22日(日） 山鹿市で開催！
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19年度下半期財政状況

平成19年度下半期（平成20年3月31日現在）の予算執
行状況、財産、市債（長期借入金）、一時借入金及び基
金(積立金等)の現在高の状況や、平成19年度に実施し
た主な事業を紹介します。

…財政課　1４３－１１１９

k一般会計

一般会計における財政調整や建設改良、
運用のためなどの積立金の合計
市民一人あたり(20年３月末人口:58,529人)

18年度末現在高

80億1,777万円
136,988円

19年度増減

△６億2,878万円
－

19年度末現在高

73億8,899万円
126,245円

u義務教育施設整備事業　u子ども輝きプラン
uスポーツ大会開催事業

u母子保健事業　u相談支援事業
u放課後児童健全育成事業

新
し
く
な
っ
た
鹿
本
中
学
校

プ
ー
ル

k特別会計（国民健康保険、老人保健、農業集落排水、介護保険、山鹿市・植木町介護認定審査、簡易水道、
六郷・城北・稲田・稲田六郷各財産区）

k企業会計（水道・病院・下水道事業）

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりの都市
ま ち

やまが

財財財財 政政政政 状状状状 況況況況
平平平平成成成成11119999年年年年度度度度 下下下下半半半半期期期期

▲

▲

乳
幼
児
健
診
等
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

応
援
し
ま
す

k心豊かにたくましく生きる人づくり

問合せ

予算の執行状況（単位：百万円）

k地域とともに支え合う暮らしづくり

k 基金（積立金）の状況

19年度下半期財政状況

会　計　名
一　般　会　計
簡易水道事業　
農業集落排水事業
介護保険事業
水道事業
病院事業
下水道事業

18年度末借入残高
326億6,673万円
９億2,724万円
90億8,052万円

553万円
13億129万円
13億4,253万円
67億2,863万円
520億5,247万円
88万9,345円

19年度3月末借入高
660万円
０円
０円
０円

３億60万円
２億2,630万円
９億9,650万円
15億3,000万円
－

19年度3月末元金償還額
31億8,972万円

4,977万円
４億6,512万円

277万円
１億9,934万円
３億8,431万円
９億6,081万円
52億5,184万円
－

19年度3月末借入残高
294億8,361万円
８億7,747万円
86億1,540万円

276万円
14億255万円
11億8,452万円
67億6,432万円
483億3,063万円
82万5,755円

k市債（長期借入金）の借入・償還状況　

企業
会計

合　計
市民一人あたり(20年3月末58,529人)

k 一時借入金（短期借入金）の借入状況

一時借入額

▲

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
式

特別
会計

u辺地対策道路整備事業　u農業集落排水事業　
u簡易水道事業

u誘客宣伝事業　u農業担い手支援事業
u商業振興対策事業

k安全で快適な暮らしを支える基盤づくり
uエコアクション21
uバイオマス利活用推進事業　
u農地・水・環境保全向上対策事業

k人と自然が共生する環境づくり　

▲

福
岡
市
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
山
鹿
マ
ー
ケ
ッ
ト

▲

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

整
備
が
進
む
市
道
星
原
線

k活力ある産業づくり

会 計 名

病院事業会計

25億円

下水道事業会計 ９億5,000万円

会　計 名
一　般　会　計
国民健康保険事業
介護保険事業
簡易水道事業
農業集落排水事業
六郷財産区
城北財産区
稲田財産区
稲田六郷財産区

土　地
1,272万166G

6,867G
３万9,860G
35万4,149G
109万1,720G
66万9,361G
166万3,419G
1,654万5,542G

建　物
34万7,096G

744G
4,691G
260G

35万2,791G

有価証券
１億3,093万円

１億3,093万円

出資金
７億8,121万円

41万円
126万円
53万円

７億8,341万円

k財産の状況

合　計

特
別
会
計

基　金
73億8,899万円
９億304万円
１億880万円

8,917万円
1,935万円

１億480万円
267万円
3,333万円

86億5,015万円

債　権
３億9,025万円

306万円

３億9,331万円

一般会計

１億円

特別会計 16億3,300万円
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自
転
車
競
技
に
お
け
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

と
は
、
主
に
舗
装
さ
れ
た
道
路
を
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
で
走
り
、
ゴ
ー
ル
の
順
番
や
所
要

時
間
を
争
う
競
技
で
す
。
走
る
距
離
は
最

低
で
も
数
十
km
、
プ
ロ
が
参
加
す
る
レ
ー

ス
で
は
１
日
で
200
km
以
上
走
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ど
の
レ
ー
ス
で
も
個
々
の
成
績

を
争
う
た
め
、
基
本
的
に
は
個
人
競
技
で

す
が
、
実
業
団
や
プ
ロ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム

が
参
加
す
る
レ
ー
ス
で
は
、
５
〜
６
人
の

メ
ン
バ
ー
が
役
割
を
分
担
し
て
、
チ
ー
ム

が
定
め
た
目
標
達
成
の
た
め
に
走
る
た
め
、

実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
団
体
競
技

の
様
相
を
呈
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

日
本
で
は
馴
染
み
が
薄
い
の
で
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
サ
ッ
カ
ー
に
次
ぐ
人
気

競
技
で
、
世
界
的
に
見
て
も
絶
大
な
人
気

を
誇
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
競
技
が
山
鹿
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ア
ジ
ア
の
２
カ
国
を
舞
台
に
く
り

広
げ
ら
れ
る
こ
の
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
地

点
と
し
て
、
日
本
で
唯
一
選
ば
れ
た
の
が

こ
こ
山
鹿
市
で
す
。

ま
さ
に
人
力
最
速
と
言
っ
て
も
い
い
男

た
ち
が
、
時
速
70
km
も
の
ス
ピ
ー
ド
で
レ

ー
ス
を
く
り
広
げ
る
姿
を
そ
の
目
で
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
山
鹿
に
住
ん

で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

ツール・ド・コリア-ジャパン2008 山鹿ステージ
TOUR de KOREA-JAPAN 2008 Yamaga Stage  ６月21日G～22日A開催

〈国際自転車競技連合公認レース〉

立徳交差点

本分交差点

竜口交差点

辺田目交差点
フィニッシュ地点

FINISH

菊鹿総合支所前

熊本菊鹿線入口交差点

宮原交差点

五郎丸入口

原太田分岐

灰坂交差点三井原交差点

追分交差点

中村橋

若宮交差点

あ
い
ら
観
光
前
交
差
点

島
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
前
交
差
点

構口交差点

START

周回コース
(13.4km×13周）

規制予定時間 8:30～15:00(予定)

パレード走行区間
(約３.８km）

規制予定時間 8:30～９:15(予定)
※集団通過後規制解除

ゴール地点
表彰式 15:00(予定)

あんずの丘

スタート地点

鞠智城

■交通規制について■
ツール・ド・コリア-ジャパン2008山鹿ステージの開催にともない、６月22日A

は午前８時30分～午後３時までの間、下記のコース区間で一時通行止が行われます。
また、全国から多くのお客様の来場が予想されます。市民の皆さまのご理解とご

協力をよろしくお願いします。

アジア最大のロードレースを合い言葉に、韓国政府
とソウルオリンピック記念国民体育振興公団が企画し
たロードレース。
韓国と日本初の共同開催。来年度以降、中国、北朝

鮮とコースを延長し、東アジアを結ぶレース『ツー
ル・ド・アジア』を計画しています。スポーツ交流を
通じたアジア各国の融和と協力、地球環境保全のアジ
アからの情報発信をその開催目的としています。
２月に韓国の組織委員会が山鹿市を表敬訪問した

際、山鹿市の美しい田園風景と韓国にゆかりのある、
古代山城『鞠智城』に感動し、アジア縦断レースのス
タート地点として、山鹿市に協力を要請されました。
この趣旨に賛同し、サッカーのワールドカップに続く
この２か国における共同関係を成功させるべく準備に
力を注いでいます。

ツール・ド・コリア-ジャパン 2008
山鹿ステージ実行委員会

主　催uソウルオリンピック記念国民体育振興公団
日本ステージ主催u(財)日本自転車競技連盟
日　程u

６月21日G

【ツール・ド・コリア-ジャパン 2008 プロローグ】
山鹿市カルチャースポーツセンター周回コース
（１周1.8km）
６月22日A

【ツール・ド・コリア-ジャパン 2008 第１ステージ】
山鹿市菊鹿地区ロードコース（１周13.4km）
５ページのコース図のとおり

人
力
最
速
の
男
た
ち
を
生
で
見
ら
れ
る
！

山
鹿
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
〜
っ
！

ツール・ド・コリア-ジャパン2008
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…国保年金課 1４３‐１５２７
または、
熊本県後期高齢者医療広域連合
1０９６‐３６８‐６５１１

問合せ平成20年４月から始まった後期高齢者医療制度。制度を身近で親しみや
すいものにするため、通称は「長寿医療制度」となりました。このページ
では、この制度を理解していただく際の参考として、その特徴をおおまか
に４つのポイントに分けてご説明します。

国民健康保険、職場の健康保険（社会保険等）とは別の、独立した新しい医療保険制度です。皆さんが病院等で負
担する医療費の残りの部分（９割または７割分）を下図のような仕組みで支え合います。

75歳以上の方が加入する独立した医療制度です

病院等の医療機関にかかったときの窓口負担は、これまでの老人医療と同様に１割または３割（現役並み所得があ
る場合）のまま変わりません。

医療機関での窓口負担はこれまでと同様です

これまで加入する医療保険の違い（国保か社保等か）によって保険料負担がバラバラでしたが、これを一本化して
高齢者の方々に広く公平に保険料を負担していただく仕組みです。少子高齢化の急速な進展に伴い、現役世代からの
支援分（上図の４割分）の負担が重くなりすぎないようにするためにも、ご理解をお願いいたします。
なお、家族の社会保険等に被扶養者として加入していた方の保険料負担は、平成20年度に限り今年９月までは無料、
今年10月から来年３月までは本来の保険料の１割のみを負担いただく移行措置があります。
また、保険料は基本的に年金から差し引かれ（特別徴収）ますが、q年金の年額が18万円未満の場合、w介護保険
料との合計額が年金年額の半分を超える場合、e複数の年金を受給している場合、などは納付書または口座振替によ
り納めていただく（普通徴収）仕組みです。

お一人おひとりに広く公平な保険料負担を

新しい制度でも、これまでと変わらず必要な医療を受けることができます。加えて、生活面も含め心と体の全体を
丁寧に診ていく医療が提供されます。また、ご自身の担当医をもつことも可能になります。これは、あくまでもご本
人と医療機関が希望する場合で、特定の医師にしか診てもらえなくなるわけではありません。

受けられる医療の内容に違いはありません

かかる
医療費

本人が
窓口で負担

１割または３割 ９割または７割（後期高齢者医療制度が負担）

現役世代からの支援
４割（国保・社保等から）

１割 公　　　　費
５割（国・県・市町村から）

みなさんからの保険料

この内訳は…

１

２

３

４

長寿医療制度４つの特徴

市民の盛り上がりで大会を成功させましょう 大塚健二さん（美容室o2経営方保田在住）

10
年
前
メ
タ
ボ
解
消
の
つ
も
り
で
乗
り
始

め
た
自
転
車
も
今
で
は
ガ
レ
ー
ジ
に
３
台
。

美
容
室
を
経
営
す
る
大
塚
さ
ん
の

つ
か
の
間
の
休
日
は
、
阿
蘇

大
観
望
へ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
。

今
で
は
す
っ
か
り
自
転
車
の

魅
力
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
大
塚
さ
ん
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

国
際
的
な
大
会
が
山
鹿
で
開
催
さ
れ
ま
す

正
直
驚
き
ま
し
た
。
山
鹿
が
選
ば
れ
た
こ

と
は
た
い
へ
ん
光
栄
な
こ
と
で
す
。
熊
本
は

自
然
も
多
く
空
気
も
い
い
し
、
道
も
い
い
、

車
も
少
な
い
。
他
県
の
方
が
う
ら
や
む
ほ
ど

自
転
車
乗
り
に
と
っ
て
は
最
高
な
所
で
す
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
馴
染

み
の
薄
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
ツ
ー
ル
・

ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
も
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
サ
ッ
カ
ー
に
次
ぐ
人
気
競

技
で
す
。
山
鹿
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の

大
会
が
ど
れ
ほ
ど
す
ご
い
大
会
な
の
か
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
は
自
転
車
の
Ｆ
１
で
す
。

ま
ず
ス
ピ
ー
ド
に
驚
き
ま
す
よ
ね
。
個
人
競

技
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
実
は
チ
ー
ム
競
技

で
、
エ
ー
ス
を
献
身
的
に
全
体
で
支
え
て
走

り
ぬ
く
ア
シ
ス
ト
の
存
在
な
ど
、
エ
ー
ス
を

勝
た
せ
る
た
め
に
レ
ー
ス
中
に
多
く
の
ド
ラ

マ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
故
に
非
常
に
過
酷

な
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
れ
が
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。

あ
と
は
、
選
手
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

と
見
間
違
え
る
く
ら
い
に
ス
リ
ム
で
イ
ケ
メ

ン
が
多
い
、
女
性
も
十
分
楽
し
め
ま
す
よ(

笑
）

先
日
、
朝
の
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
に
出
演
さ

れ
た
そ
う
で
す
ね

山
鹿
か
ら
福
岡
県
の
立
花
ま
で
26
km
を
、

３
輪
自
転
車
で

走
り
抜
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
全
国
放
送
な
の
で
「
山
鹿
市
」

と
、
こ
の
大
会
の
宣
伝
を
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
告
知
で
き
な
く
て
残
念
で
す
。
大
会
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
お
そ
ら
く
熊
本
県
は
も
ち
ろ
ん
九

州
中
か
ら
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
る
と
思
い
ま

す
。
今
年
が
１
回
目
の
開
催
な
の
で
徐
々
に

認
知
さ
れ
、
地
元
に
根
付
い
て
い
け
ば
と
、

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

大
塚
さ
ん
に
と
っ
て
自
転
車
と
は

日
本
で
の
自
転
車
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
暗
い
、

き
つ
い
、
汗
く
さ
い
」
と
あ
ま
り
い
い
イ
メ

ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
で
は
、

自
転
車
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て
乗

る
若
者
や
、
エ
コ
や
健
康
志
向
も
あ
り
近
年

ま
れ
に
み
る
ブ
ー
ム
の
予
感
が
あ
り
ま
す
。

山
鹿
に
は
も
と
も
と
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
」
や
「
ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー

ド
」
な
ど
自
転
車
に
関
す
る
施
設
も
あ
り
ま

す
し
、
今
回
の
大
会
を
機
に
、
山
鹿
市
が

「
自
転
車
の
ま
ち
」
と
し
て
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や

健
康
的
で
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
地
域
の
方
々
か
ら
徐
々
に
盛
り

上
げ
て
、
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
コ
リ
ア
‐
ジ
ャ
パ
ン
と
は
？

な
ぜ
山
鹿
で
開
催
さ
れ
る
の
で
す
か
？

韓
国
自
転
車
競
技
連
盟
か
ら
東
ア
ジ
ア

国
々
を
縦
断
す
る
レ
ー
ス
を
開
催
し
た
い
と

い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は
中
国

を
含
め
た
３
カ
国
で
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
中
国
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ま
ず
は
日
本
・
韓
国
の
２
カ
国
で
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
の
開
催
地
を
選
定
す
る
上
で
、
九

州
は
韓
国
に
近
く
、
レ
ー
ス
の
運
営
的
に
も

適
し
て
い
た
福
岡
・
熊
本
を
候
補
地
と
探
し

て
い
る
中
で
、
交
通
量
の
問
題
や
道
路
状
況
、

景
観
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、
山
鹿
市
が
コ

ー
ス
と
し
て
適
し
て
い
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
鞠
智
城

は
、
韓
国
と
の
ゆ
か
り
も
深
く
、
国
営
公
園

化
に
向
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
も
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
何
カ
所
か
あ
っ
た
ス
タ
ー
ト
候
補

地
の
中
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
の
見
所
は

鞠
智
城
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
ス
タ

ー
ト
前
の
緊
張
感
や
ス
タ
ー
ト
後
の
走
り
出

し
た
感
じ
な
ど
が
大
き
な
見
所
の
一
つ
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
初
め
て
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、

ゴ
ー
ル
地
点
と
な
る
あ
ん
ず
の
丘
に
来
て
い

た
だ
い
て
、
実
況
を
聞
き
な
が
ら
レ
ー
ス
を

山鹿市を世界にアピールするチャンス

楽
し
む
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ス
は
高
速
コ
ー
ス
で
す
。
下
り
坂
で
は
目
の

前
を
一
瞬
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
上
り
坂
で
じ
っ
く
り
と
見
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
多
く
の
集
落
を
通
過
し
ま
す
の

で
、
家
の
前
に
出
て
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ

く
と
選
手
も
心
強
い
と
思
い
ま
す
。
道
路
規

制
で
出
入
り
な
ど
が
抑
制
さ
れ
て
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
日
本
の
選
手
も
走
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
計
画
は

来
年
か
ら
も
「
山
鹿
ス
タ
ー
ト
」
は
変
え

ず
、
さ
ら
に
距
離
を
伸
ば
し
て
最
終
的
に
は

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
ア
ジ
ア
」
と
し
て
ア
ジ
ア

最
大
の
大
会
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
コ
ー
ス
を
使
用
し
て
高
校
生
の

大
会
や
、
市
民
の
大
会
な
ど
も
開
催
で
き
れ

ば
い
い
で
す
ね
。
自
転
車
を
活
用
し
た
市
民

の
健
康
作
り
や
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
期
待
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
ア
ジ
ア
の
大
会
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
中
の
チ
ー
ム
が
参

加
す
る
世
界
大
会
で
す
。
世
界
中
に
山
鹿
市

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

み
な
さ
ん
で
会
場
に
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
。

(財)日本自転車競技連盟

JCFコーディネーター

浜田俊作さん
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

新緑まぶしい昭和の日、毎年恒例の八方ヶ岳山開きが行
われ、この日を待ちわびた県内外の登山愛好家ら約300人が
さわやかな汗を流しました。
絶好の天気に恵まれ、矢谷渓谷キャンプ場で１年間の山

の安全を祈願したあと、下は５歳から上は77歳までの登山
者は元気に頂上目指して出発。途中、険しい登山道もあり
ましたが、休憩したりしながらそれぞれのペースで、約２
時間をかけて全員が頂上に立つことができました。頂上で
は記念写真を撮ったり、お弁当をほおばったりしながら楽
しい時間を過ごしました。
友人２人と参加した大住瑞希さん（菊鹿町下永野）は、

「初めて登りました。きつかったけど、友達といっしょで楽
しかった。また登りたいです」と笑顔で話してくれました。

岳間渓谷キャンプ場では、観光組合など関係者約30人が
出席してシーズンの安全を祈願しました。「心まで深呼吸」
をキャッチフレーズに、毎年多くの観光客でにぎわってい
ます。
５月11日に行われた国見山

（1,018m）の山開きには、約150
人の登山者が参加。登山の安全
を祈願した後、杖を片手に登っ
ていきました。菊池市からの参
加者は、「定年後毎年参加して、
今年で８回目です。楽しみにし
てます」と感想を述べました。

新緑の中を抜けると　そこは360度の絶景！
…八方ヶ岳山開き　４月29日　矢谷渓谷キャンプ場

灯籠まつりで奉納される灯籠の製作開始祭が、灯籠師６
人と関係者など約30人が出席してありました。
製作の無事を祈って清めの儀式が行われたあと、「刃物入

れの儀」があり、灯籠師を代表して組合長の中島清さん
（熊入町）が真新しい和紙に刃を入れ、伝統の技で灯籠づく
りに精進することを誓いました。
中島さんは、「一心不乱に取り組み、今年も立派な灯籠を

作りたいと思います」と感想を語りました。今年は７人の
灯籠師が25基の灯籠を製作する予定です。

山鹿灯籠まつりが始動しました
…灯籠製作開始祭　４月22日　大宮神社

▲前日の雨で足元がすべる中、頂上をめざしました

▲刃物入れの儀を行う中島組合長と灯籠師たち

どちらもシャクナゲが見事でした
…岳間渓谷キャンプ場開き４月17日 岳間　（鹿北）
国見山山開き　　　　 ５月11日 国見山（鹿北）

▲岳間キャンプ場では、山
一面のシャクナゲがお出迎え

市
民
・
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
！

ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
平
成
19
年
９
月
に
実
施
し
、
20

歳
以
上
の
市
民
（
３
、
０
０
０
人
）
に
つ
い
て
は
郵

送
に
よ
る
配
布
回
収
方
式
で
行
い
、
回
収
率
約
40
％
で
し

た
。
学
生
（
649
人
）
は
、
市
内
の
各
学
校
の
約
２
ク
ラ
ス

ず
つ
に
直
接
配
布
回
収
方
式
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

市
民
が
考
え
る
将
来
の
山
鹿
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
働
く

場
が
充
実
し
た
ま
ち
」、「
福
祉
、
医
療
の
ま
ち
」
の
回
答

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

山
鹿
市
の
現
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
つ
い
て
は
、

山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
！

鹿
市
で
は
、
平
成
19
年
度
と
20

年
度
の
２
年
間
を
か
け
て
「
山

鹿
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
総
合
計
画

に
沿
っ
た
都
市
づ
く
り
の
計
画
で
、

全
体
構
想
と
地
域
別
構
想
で
構
成
さ

れ
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
本
市
の
課
題
を
抽

出
す
る
た
め
、
現
況
の
整
理
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
。
ま
た
、
市
民
参
加
に
よ
る
分

野
ご
と
の
策
定
専
門
部
会
（
３
回
）

や
、
全
体
の
検
討
を
お
こ
な
う
策
定

協
議
会
（
２
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
基
礎
資
料

を
も
と
に
、
目
指
す
べ
き
具
体
的
な

将
来
の
都
市
像
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
、『
全
体
構
想
』
で
は
、
都
市
づ
く

り
の
理
念
や
基
本
目
標
、
分
野
別
の

都
市
整
備
方
針
な
ど
を
、『
地
域
別
計

画
』
で
は
、
旧
１
市
４
町
の
区
分
を

基
本
と
し
た
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り

方
針
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
素
案
が
で
き
た
時
点
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
す
る
予

定
で
す
。

市
民
参
加
に
よ
る
各
種
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
！

な
活
動
と
し
て
は
、
学
識
経
験
者
や
関
係

行
政
機
関
の
職
員
、
各
種
団
体
の
代
表
、

公
募
さ
れ
た
市
民
で
構
成
す
る
策
定
協
議
会
、
各

分
野
（
土
地
利
用
、
都
市
施
設
、
都
市
景
観
、
地

域
別
構
想
）
に
関
係
の
深
い
関
係
行
政
機
関
の
職

員
、
各
種
団
体
の
代
表
、
公
募
さ
れ
た
市
民
で
構

成
す
る
策
定
専
門
部
会
、
庁
内
に
お
け
る
方
向
性

を
検
討
す
る
策
定
委
員
会
が
あ
り
、
各
会
に
お
い

て
討
議
を
重
ね
、
担
当
事
務
局
で
調
整
を
図
っ
て

い
ま
す
。

山
鹿
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
経
過
報
告

…
都
市
計
画
課

1
43
‐
１
５
９
１

問
合
せ

山

主

選　択　肢
働く場が充実したまち
高齢者などが住みやすい福祉、医療のまち
山・川などの自然が美しく豊かなまち
多くの人が訪れる観光や交流のまち
農林水産業の盛んなまち
交通の便の良いまち
美しい町並み・景観のあるまち
地域活動が活発なふれあいのまち
歴史・文化が豊かなまち
住宅事情が良く、住環境の優れたまち
商業・サービス業の盛んなまち
防火性に優れた安全に暮らせるまち
工業の盛んなまち
無回答
その他

計

件数
581
552
394
317
232
227
208
166
152
148
120
117
64
51
21

3,350

割　合
48.9%

46.5%

33.2%

26.7%

19.5%

19.1%

17.5%

14.0%

12.8%

12.5%

10.1%

9.8%

5.4%

4.3%

1.8%

集計母数1,188人

ア
将来の山鹿市のイメージ

地域名

山鹿地域

鹿北地域

菊鹿地域

鹿本地域

鹿央地域

第１位

来訪を促進

エコのまち

エコのまち

エコのまち

食料生産地

第２位

山鹿の歴史・
文化のＰＲ

食料生産地

来訪を促進

食料生産地

来訪を促進

地域住民が考える各地域の役割

※選択肢の具体的内容
来訪を促進…恵まれた観光資源や滞在環境を活か

し多くの人の｢来訪を促進｣する役割。
エコのまち…豊かな自然を守り活かした｢エコのま

ち」としてのイメージ形成を担う役割。
食料生産地…農業や畜産の振興による｢食料生産

地｣としての役割。
山鹿の歴史・文化のＰＲ

…歴史的遺産や伝統行事を活かした｢山
鹿の歴史・文化のＰＲ｣を担う役割。

▲第３回都市施設専門部会

山
鹿
の

ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
！

ち
ゃ
く

ち
ゃ
く
と

広報やまが　2008.6.1 8

▲おもいおもいのペースで友達とわいわい言いながら登るのも
登山の楽しみの一つですよね　みなさん楽しそう！



11 2008.6.1 広報やまが 広報やまが　2008.6.1 10

連覇を願い植樹
…オムロンハンドボール部４冠達成記念植樹　

５月７日　カルチャースポーツセンター

市総合体育館の北側土手で、オムロンハンドボール部の
４冠達成を記念した、植樹会が開催されました。(主催：オ
ムロンハンドボール部山鹿後援会中原哲哉会長）
昭和49年の創部以来、数々の大会で優勝しているオムロ

ンハンドボール部は、昨シーズン７月の全日本実業団選手
権を皮切りに、国民体育大会、全日本総合選手権、日本リ
ーグと国内の主要４大会を制覇しました。（31年ぶり２度目）
31年ぶりの快挙を祝い、また、これからの活躍を祈念し

て、オムロンのチームカラーにちなんだ、ピンクのきれい
な花が咲く「ケイオウ」「ヨウコウ」という２種類の桜の苗
10本を、選手19人と関係者が今シーズンの連覇を願いなが
ら、１本１本丁寧に植樹しました。 ▲押し花体験　これでいいのかな、バランスはどう？

地元バンド「キンカン」のさわやかな声が響きわたる中、
かおう物産館まつりがにぎやかに開催されました。この日
は今年初の真夏日となり、かき氷の出店には長い行列がで
きていました。
ふれあい館の中では押し花体験コーナーが催され、子ど

もでも簡単に作れるように準備してあり、地元の小学生が
次々と、押し花のハガキ作りを体験していました。「楽しか
った！」と、出来上がったハガキを満足そうに眺めている
子どももいました。
会場は、農産物のお楽しみ抽選会や、大道芸による風船

アートのプレゼントもあり、子どもからおとなまで一日中
楽しむことができました。

ゴールデンウィークの期間中、歴史公園鞠智城では八角形
鼓楼の上から雄大な園内を眺めてもらう催しや、親子スケッ
チ大会などが開催され、多くの家族連れでにぎわいました。
八角形鼓楼に登れるのは、年に１度この期間だけとあって、
設置された架設階段には順番待ちの行列ができるほどの盛況
ぶり。熊本市から訪れた家族は、「上からの眺めは最高。古
代の人たちも、ここから景色を眺めていたのでしょうね。古
代のロマンを感じます」と話しました。
この他に、クイズに答えながら鞠智城を歩くイベントや、

鞠智城ガイドツアーなどもあり、ガイドの説明に耳を傾けな
がら熱心に勉強する参加者の姿もありました。

▲

今年も、あんずの丘子どもフェスティバルが開催されました。
朝から小雨交じりの天候で開催が心配されましが、会場には約１
万人（主催者発表）の家族連れが訪れ、子ども日の１日を満喫し
ました。（主催：菊鹿さきもり隊・市）
毎年多くの家族連れでにぎわうこのイベント。見て楽しんだり、
自分で参加することができる多彩な催しに、子どもたちは大喜び。
消防はしご車や熱気球に乗って高いところからあんずの丘を眺め
たり、制服に着替えて白バイやパトカーでかっこいいポーズを決
める子どもたちに、お父さんお母さ
んは記念撮影に大忙し。
ボランティアスタッフの菊鹿さき

もり隊のメンバーも「肌寒かったの
ですが、子どもたちが喜ぶ顔もたく
さん見ることができたので大成功で
した」と話しました。

牛乳だぁいすき！！
…ほ乳体験　５月15日　かおう保育園

子どもたちにもっと酪農にふれてもらおうと、鹿本酪農鹿
央支部主催で「ほ乳体験」がありました。酪農についてのク
イズや、乳牛についてのお話しを聞いた後、園児たちは２か
月～３か月の子牛３頭にほ乳瓶でお乳を飲ませました。
最初おそるおそる近づいていった園児たちでしたが、次第

に慣れてくると「どうしたら、大きくなるの？」と子牛の頭
をなでてはしゃいでいました。
鹿本酪農婦人部からは、保護者や先生方に牛乳を使ったう

いろうなどのお菓子の試食会がありました。牛乳が苦手な子
どもにも食べやすいようココアなどで工夫してあり、牛乳の
消費拡大につながってほしいとのお話しがありました。 ▲はやく大きくなってね！

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

おめでとうございます！　叙勲受章者紹介おめでとうございます！　叙勲受章者紹介
春の叙勲および危険業務従事者叙勲を受
章されたみなさんをご紹介します。
長年にわたり地方自治の発展、消防活動
に顕著な功績を挙げた人、著しく危険性の

高い業務に励み、社会に貢献した人に授
与される叙勲を以下の方々が受章されま
した。
おめでとうございます。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

霍川　　溜 さん
山内（菊鹿）

元菊鹿町消防団団長

平山　良之 さん
大浦（鹿央）
元鹿央町収入役

古家　信哉 さん
寺島（山鹿）
元二等海尉

吉田　堅誠 さん
久原（山鹿）
元山口県警部補

押し花楽しかったよ！
…かおう物産館まつり　５月３日　鹿央物産館周辺

鼓楼の上からの眺めは最高
…鞠智城ゴールデンウィーク特別イベント

５月３日～６日　歴史公園鞠智城

▲多くの観光客が鼓楼の上からの眺めを楽しみました

▲マス・ヤマメのつかみどり　ずぶ濡れになり

ながら魚を追いかける子どもたちもみな笑顔

子どもたちの笑顔のために
…第13回あんずの丘子どもフェスティバル

５月５日　あんずの丘

▲ハンドボールでも美しい花が咲くようにと願いながら植樹しました

子どもの日にちなみ「人間こいのぼり」も

無事成功！大きな拍手がわきました
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携
帯
電
話
の
転
売
は
犯
罪
？

【
相
談
内
容
】

携
帯
電
話
を
購
入
し
販
売
す
る
と
20
万
円
の
収
入
に

な
る
と
い
う
話
を
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
が
信
用
で
き
る

か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

q
携
帯
電
話
会
社
に
無
断
で
、
自
分
名
義
の
携
帯
電
話

を
他
人
に
有
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。
２
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
300
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

w
こ
の
よ
う
に
し
て
販
売
さ
れ
た
携
帯
電
話
は
、
ヤ
ミ

金
融
業
者
や
振
り
込
め
詐
欺
業
者
あ
る
い
は
架
空
請
求

業
者
な
ど
の
犯
罪
者
に
転
売
さ
れ
、
犯
罪
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
あ
な
た
は
犯
罪

に
加
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

e
ヤ
ミ
金
融
業
者
な
ど
が
利
用
し
た
通
話
料
金
は
、
携

帯
電
話
の
名
義
人
に
支
払
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
あ
な
た
に
膨
大
な
金
額
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
転
売
目
的
で
携
帯
電
話
を
購
入

し
、
販
売
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

…
商
工
課
　
　
　
　
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

連載第32回

新着図書ピックアップ 山
鹿
郡三

十
三
観
音
巡
拝

（
山
鹿
市
各
地
）

１
６
８
０
年
ご
ろ
相
良
さ
が
ら

三
十
三
観
音
巡
拝

が
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
四
十
年
ほ
ど
遅

れ
て
、
山
鹿
郡
三
十
三
観
音
巡
拝
が
始
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
二
百
八
十
五
年
た
っ
た

今
で
も
巡
拝
は
あ
っ
て
い
る
。
菊
池
市
の
西

福
寺
関
係
の
人
た
ち
が
、
毎
年
山
鹿
の
観
音

札
所
を
訪
れ
、
入
口
の
柱
に
か
ま
ぼ
こ
板
位

の
板
を
取
り
付
け
て
い
て
、
巡
拝
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
し
、
福
岡
県
の
浮
羽
観
光
バ

ス
の
ツ
ア
ー
の
一
行
も
時
々
巡
拝
し
て
、
タ

オ
ル
を
奉
納
し
て
い
る
。

浮
羽
観
光
の
奉
納
タ
オ
ル
に
は
、
身
体
健

全
・
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安
全
祈

願
と
書
い
て
あ
り
、
観
音
巡
拝
の
目
的
が
う

か
が
わ
れ
る
。
特
に
三
十
三
番
札
所
の
相
良

あ
い
ら

寺
は
、
縁
結
び
や
安
産
や
子
育
て
の
祈
願
で

有
名
で
あ
り
、
年
中
参
拝
の
人
が
多
い
。

山
鹿
郡
と
は
、
明
治
時
代
に
そ
れ
ま
で
あ

っ
た
山
鹿
郡
と
山
本
郡
（
現
植
木
町
・
鹿
央

町
）
が
合
併
し
て
「
鹿
本
郡
」
と
な
る
ま
で

の
、
旧
山
鹿
市
・
鹿
北
町
・
鹿
本
町
・
菊
鹿

町
あ
た
り
の
行
政
区
で
あ
っ
た
。

山
鹿
郡
三
十
三
観
音
札
所
は
、
山
鹿
ホ
テ

ル
北
の
一
番
紫
雲
寺
に
始
ま
り
、
菊
鹿
町
の

三
十
三
番
相
良
寺
に
終
わ
る
。
旧
山
鹿
市
に

二
十
三
、
鹿
本
町
に
六
、
菊
鹿
町
に
四
つ
の

札
所
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
や
み
堂
の
す

ぐ
前
に
、
市
観
光
課
が
作
製
し
た
標
木
（
札

所
名
・
本
尊
・
御
詠
歌
）
が
立
っ
て
い
る
。

ま
た
一
昨
年
に
は
、
観
音
札
所
巡
拝
に
役
立

て
よ
う
と
、
案
内
マ
ッ
プ
を
二
万
部
作
り
、

必
要
な
人
に
は
無
料
で
配
っ
て
い
る
。

十
一
月
の
市
産
業
祭
で
は
、
毎
年
三
十
三

観
音
札
所
を
訪
れ
た
い
と
い
う
市
民
の
た
め

に
、
二
日
間
無
料
バ
ス
を
出
し
、
観
光
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
現
地
説
明
を
し

て
い
る
。
本
年
の
三
月
と
四
月
に
は
、
熊
本

市
を
中
心
と
し
た
二
十
四
人
の
熊
本
さ
わ
や

か
シ
ニ
ア
く
ら
ぶ
の
会
員
が
、
十
六
の
観
音

札
所
を
訪
れ
、
案
内
マ
ッ
プ
を
手
に
し
て
熱

心
に
巡
拝
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
信
仰
の
厚
い
人
た
ち
の
姿
を

見
て
か
、
ど
の
観
音
札
所
も
地
元
の
人
た
ち

に
よ
る
修
理
や
掃
除
が
よ
く
し
て
あ
り
、
巡

拝
さ
れ
る
人
た
ち
も
心
が
和
む
こ
と
だ
ろ
う

と
思
う
。

紹
介
者：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
協
力
員

児
玉
　
�
夫
さ
ん

（
山
鹿
市
山
鹿
）

▲本尊は市指定文化財の千手観音坐像

三
十
三
番

札
　
　
所

相あ
い

良ら

寺じ

1000人もの女たちが暮らす秘密の世界、大奥。「大
奥とは」「大奥と将軍をめぐる陰謀」「大奥の歴史」
「資料編」の４つに分け、大奥の制度や歴史、将軍の
妻妾や女中の人となりなどについて触れる。

わかってほしい
MOMO／著　クレヨンハウス

子どもは、たとえどんなにあなたに殴られていても、
あなたが大好きで、いつかあなたに愛されたいと強く
望んでいる…。虐待をする親でも、子どもにはその人
しかいない。虐待を少しでもなくし、自分を変えるた
めの絵本。

日常生活をおくる上で直面する法律問題を、コン
パクトでわかりやすく解説します。また、ビジュア
ル性が高いことも大きな特徴です。

新版　身近なくらしの法律相談Q&A
河内　保／編　清文社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
日時u６月25日D 午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
日時u６月７日G・14日G・21日G

28日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u６月３日C・10日C・17日C

24日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u６月３日C・17日C

午前10時30分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
u６月３0日B
山鹿市鹿本図書館
u６月２日B・９日B・16日B

23日B・30日B
鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後８時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

大奥　女たちの暮らしと権力闘争　
清水昇・川口泰生／著　新紀元社

《今月は鹿央公民館図書室から》

過過過過
熱熱熱熱
防防防防
止止止止
セセセセ
ンンンン
ササササ
ーーーー
付付付付
きききき

ガガガガ
スススス
ココココ
ンンンン
ロロロロ
を

ご
存
じ
で
す
か
？

建
物
火
災
の
約
２
割
が
コ
ン
ロ
（
電
気
コ
ン
ロ
含
）

か
ら
の
火
災
で
あ
り
、
出
火
原
因
で
多
い
の
は
、「
火
の

消
し
忘
れ
」
や
「
そ
の
場
を
離
れ
た
た
め
」、「
調
理
油

の
過
熱
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

ガ
ス
使
用
時
の
注
意
点

q
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
火
が
消
え
た
か
目
視
で
確
認
。

w
揚
げ
物
を
す
る
際
に
は
、
調
理
油
加
熱
防
止
装
置
の

つ
い
て
い
る
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
。

e
コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
い
る
時
は
、そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

r
台
所
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器(

熱
感
知
器)

の
設
置
。

t
コ
ン
ロ
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、
天
ぷ
ら
鍋
か
ら
炎

が
上
が
っ
た
場
合
に
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
。
粉
末
消
火
器
等
を
使
用
し
て
消
火
し
、
絶
対

に
水
で
消
火
は
し
な
い
。

調理油加熱
防止装置

ちょうど揚げごろ

ここここここここでででで SSSSTTTTOOOOPPPP

自然
発火
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！
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み
ん
な
で
取
り
組
も
う
　

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
!!

稲
光
園
　
1
46
‐
２
５
６
２

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
と
は
、
買
い
物
の
と
き
に
レ
ジ
袋

を
使
わ
ず
、
持
参
し
た
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
う
こ
と
で
、

ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
を
守
ろ
う
と
い
う
エ
コ
活
動
で

す
。

実
は
稲
光
園
に
は

歌
を
通
し
て
マ
イ
バ

ッ
ク
運
動
を
推
進
し

て
お
ら
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
子
ど
も
に

親
し
み
や
す
い
歌
な

の
で
、
子
ど
も
た
ち

も
す
ぐ
口
ず
さ
む
よ

う
に
な
り
、
保
育
参

観
の
日
に
「
マ
イ
バ

ッ
ク
音
楽
隊
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
大
合
唱

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
さ
っ
そ
く
マ
イ
バ
ッ
ク
を
準

備
さ
れ
た
保
護
者
も
あ
り
、
年
長
児
は
保
育
士
と
い
っ

し
ょ
に
マ
イ
バ
ッ
ク
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

「
地
球
を
守
る
た
め
に
作
ろ
う
！
」「
ゴ
ミ
を
増
や

さ
な
い
よ
う
に
！
」
と
子
ど
も
な
り
に
一
針
一
針
願
い

を
込
め
て
縫
っ
て

い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が

実
行
で
き
る
、
も

っ
と
も
身
近
な
環

境
保
護
活
動
で
す
。

み
な
さ
ん
も
地
球

に
や
さ
し
い
生
活

を
実
践
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
？

▲U｢バック　バック　マイバック
ぼくもわたしも　マイバック｣V

た
い
せ
つ
な
も
の三岳

保
育
園
　
1
43
‐
３
８
７
４

園
の
朝
は
、
子
ど
も
た
ち
の
、
に
ぎ
や
か
な
声
と
か

わ
い
い
足
音
で
、
は
じ
ま
る
。

気
が
向
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
元
気
か
な
」「
動

い
と
る
ね
」
と
、
の
ぞ
き
に
く
る
。

そ
ん
な
時
は
、
こ
っ
ち
も
、
様
子
を
観
察
さ
せ
て
も
ら

え
る
か
ら
、
退
屈
し
な
い
で
い
る
。

暑
い
夏
を
過
ぎ
、
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
り
秋
も
過
ぎ
、

こ
の
ま
ま
眠
る
ん
だ
な
〜
と
想
っ
て
い
た
が
、
ふ
か
ふ

か
の
お
が
く
ず
、
甘
い
蜜
、
そ
し
て
、
や
さ
し
い
子
ど

も
た
ち
の
励
ま
し
で
、
雪
も
厳
寒
の
冬
も
過
ご
し
て
き

た
。
そ
し
て
季
節
は
、
初
夏
さ
わ
や
か
な
風
と
陽
光
が

と
て
も
ま
ぶ
し
い
。

普
段
は
あ
ま
り
気
に
し

て
く
れ
な
い
が
、
何
日
も

動
か
な
い
と
、
少
し
騒
が

し
い
。「
や
っ
ぱ
り
、
心

配
よ
ね
」「
水
か
な
」
と
、

聞
き
な
れ
た
大
人
の
声
も

す
る
。

こ
れ
は
、
内
緒
だ
け
ど
、

「
ヒ
ラ
タ
ち
ゃ
ん
」
と
名

前
も
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

お
天
気
の
い
い
日
は
、
準
備
体
操
の
後
、
な
ぜ
か
長

靴
で
堤
防
や
、
河
川
敷
に
出
か
け
て
い
く
。

そ
ん
な
日
の
園
庭
は
、
静
か
で
、
ブ
ラ
ン
コ
も
す
こ

し
寂
し
げ
に
見
え
た
り
す
る
。

「
岩
野
川
に
行
っ
た
」「
ほ
ほ
え
み
橋
に
行
っ
た
」

と
か
、「
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
見
つ
け
た
」
と
、
元
気
な

声
、
楽
し
げ
な
笑
顔
は
、
こ
っ
ち
ま
で
う
れ
し
く
な
る
。

み
ん
な
仲
が
い
い
か
ら
一
緒
に
行
き
た
い
と
思
う
。

ず
っ
と
以
前
は
、
深
い
森
の
な
か
に
、
い
た
こ
と
も

あ
る
が
、
今
は
、
職
員
室
の
前
、
楠
木
の
下
の
箱
の
中

で
、
無
事
で
楽
し
く
す
ご
し
て
い
る
。

～雨の日のあそび～
いよいよ梅雨の時期となりました。
おやっ!雨音ってよ～く聞いてみると素敵な

音楽!!大人にとっては、「洗濯物が乾かな～い」
ちょっぴりイヤな雨。
・・・だけど
子どもにとっては、大好きな水が空から落

ちてくる雨の日。「雨の散歩に行こう」と誘
ったら、子どもたちはきっと大喜びです。
親子で雨の日を楽しみましょう。

他にもこ～んな楽しい遊び方が・・・!
新聞紙や広告紙は子どもにとってうれしい

遊び道具です。ビリビリーっと破いたり、ク
シャクシャ丸めたり。盛大にビリビリしたあ
とは、片付け大作戦。
誰がいっぱい集められるかナ？

山鹿子育て支援センター　143‐1270 鹿北子育て支援センター　132‐3194 菊鹿子育て支援センター　148‐4660

鹿本子育て支援センター　146‐2635 鹿央子育て支援センター　136‐2150 つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢) 143‐1155

子育て支援のシンボルマーク子育て支援のシンボルマーク
名まえ決定しました！名まえ決定しました！

「「すすすすななななっっっっピピピピーーーー」」です。

広報やまが３月号で募集しましたところ、
たくさんの応募がありました。ありがとうご
ざいました。
どれも楽しく、かわいい名前ばかりでした

が、三隅千代子さんから応募のあった『すな
っピー』に決定しました。
これから、子育て支援のページで大活躍し

てくれることでしょう!

２００８・お父さんあそBOY

今年の「お父さんあそBOY」のテーマは
“チャレンジtheトムソーヤ!”です。

パパもママも、お兄ちゃんもお姉ちゃんも、おじいちゃんも、
昔はみーんな子どもだった。
もう一度、子どもに戻って小坂の森で冒険をしよう!
基地をつくり・ターザンごっこ・魚捕り・バードウォッチング・
野外食etc。皆で相談しながらチャレンジしましょう。
場所u山鹿市小坂　　おさか童夢
日時・内容u

７月19日G 10:00～14:00 【７月14日B締切】
トムソーヤごっこ、魚・さわガニ捕り

８月23日G 10:00～14:00 【８月18日B締切】
トムソーヤごっこ、川遊び　など

10月18日G 10:00～14:00 【10月10日F締切】
トムソーヤごっこ・小坂の森探検
完成パーティー（野外食）

参加対象u子どもたち・パパ・ママ・じいちゃん・ばあちゃん
その他手伝いたい方・見てるだけでもOK

参加費u一家族５００円
※１日のみの参加もOKです。申し込みは、各支援センター・
つどいの広場へご連絡ください。

「親子で挑戦簡単ピザ」３枚分
材料　　薄力粉　　　　 400cc（カップ2）

塩　　　　　　　少々
オリーブ油　　 少々
水　　　　　 150cc
ピザソース
たまねぎ・ピーマンなど
ハム・ベーコンなど
ピザ用チーズ

q薄力粉に塩・オリーブ油を混ぜ、水を入れてこねる。
やわすぎる時は、粉を足す。

w３つに分け、２０cm位に伸ばす。
eフライパンに油を薄くひき、中火で伸ばした生地を焼く。
すこし焦げ目がついたら裏返しにして焼く。

rピザソース・たまねぎ・ハムなどを載せたら、チーズをのせ、
フライパンにふたをしてチーズが溶けるまで焼く。

申込・問合せ

▲マイバックを持って
お買い物に行こう！

春
を
探
そ
う
！

広
見
保
育
園
　
1
32
‐
２
２
３
１

子
ど
も
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
、

心
の
う
ち
を
伝
え
て
き
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
つ
ぶ

や
き
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
を
感
じ
取
れ
る
人
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
「
つ
ぶ
や
き
」
を
紹
介
し
ま
す

風
や
空
、
山
や
木
、
ま
た
、
野
の
花
な
ど
自
然
の
風

景
を
目
に
し
、
季
節
の
中
で
、
友
だ
ち
や
家
族
と
一
緒

に
過
ご
す
楽
し
さ
は
、
き
っ
と
山
鹿
で
育
つ
喜
び
へ
と

つ
な
が
る
と
信
じ
ま
す
。

自
然
い
っ
ぱ
い
の
広
見
保
育
園
に
来
て
見
ま
せ
ん
か
。

ひろみっ子の
春は！！

●
春
風
を
感
じ
る
中
、
散
歩
に
出
か
け
た
日

「
寒
い
け
ど
、
気
持
ち
い
い
ね
〜
気
持
ち
い

い
と
幸
せ
に
な
る
も
ん
ね
。」

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
を
手
に
事
務
室
に
駆
け
込
ん
で

「
春
を
み
つ
け
ま
し
た
。

あ
の
ね
、
山
が
あ
る

で
し
ょ
う
、
そ
の
木
の
下
に
あ
る
よ
。
先
生
も
い

く
ね
」●

ブ
ラ
ン
コ
こ
ぎ
な
が
ら

「
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
と
一

緒
に
あ
の
空
ま
で
い
っ
て
み
た
い

な
あ
〜
」

▲わぁ～い!!れんげの花の
じゅうたんだ～

チチチチャャャャレレレレンンンンジジジジ　　　　TTTThhhheeee トトトトムムムムソソソソーーーーヤヤヤヤ
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小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校可能性は無限大
～川辺小学校47人夢いっぱいのスタート～

川辺小学校

この「夏期巡回ラジオ体操会」は、夏休み期間中の青少年の健
康づくりに役立てるために昭和28年から毎年全国43会場で実施さ
れています。
平成13年８月には旧鹿本町で開催されており、関係団体協力の
もと約３０００人の参加者で行われました。山鹿市ではそれ以来
の開催となり、今準備を進めているところです。またオフトーク
により「ラジオ体操」を放送する予定ですので、ぜひ普段からも
身近な健康づくりとして、ラジオ体操をしましょう！　

日時u８月６日D ５：00 開場
６：00 開会式
６：30 ラジオ生放送

会場uカルチャースポーツセンター
第１多目的グラウンド
（雨天時：総合体育館）

４月９日、川辺小学校には９人の元気な新入生が入学
してきました。今年度は、全校児童47人のスタートにな
ります。
『やさしく、かしこく、たくましく』という校訓のも

と、農業体験やボランティア活動を積極的に取り入れて、
心を育てると共に学力充実と体力の向上をねらっていま
す。特に「成蹊園」という学校園の恵みは豊かで、春に
は茶摘みや梅ちぎりを行い、秋には栗拾いを行っていま
す。また、西牧地域の水田では田植えや稲刈りを体験さ

▲スタート！！ ▲夏も近づく八十八夜

▲「山鹿市民一斉ラジオ体操会」の模様

せていただき、収穫した餅米で餅つきを行っています。
また、「運動会」や「ふれあい祭り」では、川辺校区を
挙げての参加で、各世代の知恵と技を出し合って成功さ
せています。
この時期は、昼休みになると、花の咲き乱れる校庭は、
担任と鬼ごっこをしている児童や担任と一緒に花壇の草
取りをしている児童で、温かい雰囲気に包まれます。
そんな川辺小学校では、「学校へ行こう会」での皆様

のご参観をお待ちしています。

17 2008.6.1 広報やまが

（ＮＨＫラジオ第１放送）が山鹿市で開催！

夏夏夏夏期期期期巡巡巡巡回回回回ララララジジジジオオオオ体体体体操操操操・・・・みみみみんんんんななななのののの体体体体操操操操会会会会ふる
って
参加
を！

●お問い合せ、申込みは　山鹿市役所 秘書課 TEL ４３－１１１２

出前講座を利用しませんか！
市では、市民の皆様を対象に出前講座を実施しています。こ

の出前講座は、市政を分かりやすく伝えたり、郷土の歴史、文
化や生活の知恵などを皆さんと一緒に学習したりする制度です。
関心ある市政情報など、聞いてみたいテーマを下記のメニュ

ーから選んで“ご注文”ください。市の担当職員などが、直接

皆さんの所にお伺いしてお話しします。
昼夜問わず講座を出前しますので、

どうぞ遠慮なくご利用下さい。
詳しくは秘書課までお問い合せくだ

さい。

分野

市政の取組み

市民のくらし

市民の福祉と健康

山鹿の産業

教育・文化

教養・趣味その他

No
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10

11

12
13
14

15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

33

34

35
36

講座名
地域活動補助金の利用について
市民税について
固定資産税について
山鹿市の下水道について
山鹿市の環境政策について（その他環境全般）
ごみの分別・リサイクルについて
まちなみ整備事業について
国民健康保険制度
後期高齢者医療制度
特定健診・特定保健指導について
メタボリックシンドローム等の予防について
（がん・肥満などの生活習慣病予防）
子どもの病気とその対応
予防接種について
男女共同参画社会の取組について
男女共同参画基本法、熊本県男女共同参画推進条例、
山鹿市男女共同参画条例について
セクシャル・ハラスメント、ドメスティック・バイオ
レンスについて
糖尿病（ＤＭ）の予防・教育
家族でできるリハビリ
薬の基礎知識
始めましょう！「いきいき介護予防」
正しく理解しましょう！「認知症」
みんなで支える「介護保険制度」について
「高齢福祉」「障害福祉」について
消費生活相談出前講座
農業者年金制度について
人権文化のまちづくり講座
教養講座「知る」を楽しむ『山鹿の歴史』
文化財の宝石箱！『山鹿の文化財』
弥生のすごい宝が眠っている『方保田東原遺跡』
全国に誇れる文化財『山鹿の装飾古墳』
日本一の芝居小屋『八千代座の歴史』
山鹿の人物史『新山鹿の100人』
本物の古代に触れる
『市立博物館とチブサン古墳』(現地研修）
『やまが観光案内人講座』目指せ、山鹿市民総ガイド！
まずはわが町の魅力を知ろう！
主要観光地の基礎知識を学ぶ（現地視察あり）
おもてなしの心を学ぶ（現地でガイド実践）

担当課
企画課
税務課
税務課
下水道課
環境課
環境課
都市計画課
国民年金課
国民年金課
国民年金課

健康増進課

健康増進課
健康増進課
企画課

企画課

企画課

病院（看護部）
病院（リハビリテーション科）
病院（薬剤科）
いきがい推進課
いきがい推進課
いきがい推進課
いきがい推進課
商工課
農業委員会
社会教育課
文化課
文化課
文化課
文化課
文化課
文化課

文化課

観光課

観光課
観光課
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６６月月

案内板案内板

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

６
月
30
日
B
は
市
県
民
税
第
１
期
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の
納
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

山
鹿
市
で
は
、
平
成
20
年
度
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
の
２
割
軽
減

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
中
の
所
得
状
況
に
よ
り
、

７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
の
判
定
を
行

い
、
平
成
20
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
決
定
し
ま
す
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
２
０

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
電
波
利

用
保
護
旬
間
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
不
法
な
無
線
局
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
受
信
に
障
害
を
与
え
た
り
、
携
帯

電
話
の
通
話
を
妨
害
す
る
だ
け
で
な
く

警
察
、
消
防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
人

命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
に
対
す
る
混

信
・
妨
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
を
お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。

不
法
な
無
線
局
を
開
設
し
た
り
運
用

し
た
り
す
る
と
、
電
波
法
違
反
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

…
九
州
総
合
通
信
局

受
信
障
害
　
　
1
096
‐
326
‐
７
８
７
３

不
法
無
線
局
　
1
096
‐
368
‐
８
６
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.kbt.go.jp/

守
っ
て
！
電
波
の
ル
ー
ル

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
で
は
、
来
春
新

規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
企
業
等

を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の
申
込
み

か
ら
選
考
、
受
入
れ
に
い
た
る
諸
手
続

き
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時u

６
月
13
日
f

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所u

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル(

合
志
市
文
化
会
館
）

…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

1
24
‐
８
６
２
６

都
市
計
画
道
路
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

本
市
の
都
市
計
画
道
路
の
半
数
は
昭

和
四
十
年
代
ま
で
に
都
市
計
画
決
定
を

し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
計
画
決
定
当
時
と

現
在
と
で
は
そ
の
道
路
の
必
要
性
が
変

化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
山
鹿
市
と
県
で
は
、
都
市

計
画
道
路
の
必
要
性
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
適
切
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

見
直
し
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
12
日
e
午
後
７
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

…
県
鹿
本
地
域
振
興
局
企
画
調
査
課

1
44
‐
５
１
５
１

山
鹿
市
都
市
計
画
課
　1

43
‐
１
５
９
１

問
合
せ

問
合
せ

山
鹿
市
都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
ま
す

来
春
新
規
卒
業
者
対
象

求
人
受
理
企
業
説
明
会

おお
知知
らら
せせ

現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
の
確

認
の
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。受

付
を
以
下
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

届
出
が
な
い
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

q
通
知
書

w
印
鑑

e
保
険
証(

受
給
者
及
び
児
童
の
も
の)

【
今
年
１
月
２
日
以
降
に
山
鹿
市
に
転

入
さ
れ
た
方
】

q
〜
e
以
外
に
、
前
住
所
地
の
平
成

20
年
度
の
所
得
証
明
（
児
童
手
当
用
）

が
必
要
で
す
。
前
住
所
地
の
市
町
村
役

場
よ
り
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

…
子
育
て
支
援
課

1
43
‐
１
５
１
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

（
上
記
と
同
じ
）

児
童
手
当
の
現
況
届

現
在
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
中
の
方
に
つ
い
て
、
７
月
１
日
か
ら

自
己
負
担
額
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
対
象
者：

非
課
税
世
帯

対
象
サ
ー
ビ
スu

・
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
生
活
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

※
障
が
い
者
の
方
は
、
本
人
が
基
本
に

な
り
ま
す
。

※
障
が
い
児
の
方
は
、
課
税
世
帯
で
も

自
己
負
担
額
軽
減
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

障
が
い
者
通
所
施
設
・
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
方
へ

本 庁
鹿北総合支所
菊鹿総合支所
鹿本総合支所
鹿央総合支所

山鹿地区
鹿北地区
菊鹿地区
鹿本地区
鹿央地区

受付日u６月１２日E・１３日F

時間u９：００～１９：００　　　　

児童手当の現況届　受付日程表

１階会議室
市民福祉課
市民福祉課
市民福祉課
市民福祉課

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

平
成
20
年
に
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
方

の
調
査
を
、
嘱
託
員
お
よ
び
老
人
ク
ラ

ブ
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
鹿
央
地
区
・
鹿
本
地
区
を
除
く
）

今
回
該
当
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
33
年

に
結
婚
ま
た
は
同
居
し
、
満
50
年
を
迎

え
る
ご
夫
婦
で
す
。

な
お
。
鹿
央
地
区
・
鹿
本
地
区
の
方

の
申
込
み
は
、
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

上
記
と
同
じ
）

金
婚
夫
婦
該
当
者
調
査

問
合
せ

後部座席もシートベルト着用が義務化されます
道路交通法の改正により、平成20年６月１日から、

運転席や助手席と同様に後部座席もシートベルト着用
が義務化されます。大切な命を守るため、シートベル
トは必ず着用しましょう。

…山鹿警察署交通課　
1４４‐０１１０　

問合せ



21 2008.6.1 広報やまが 広報やまが　2008.6.1 20

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

募募
　　
集集

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

児
童
、
母
子
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

の
相
談

…
福
祉
課
　
1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

相相
　　
談談

社
会
保
険
出
張
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所u

６
月
11
日
D
・
25
日
D

市
役
所
１
階
　
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
12
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
６
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
13
日
F

e
消
費
生
活
相
談u

６
月
20
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u
６
月
５
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
12
日
E

e
司
法
相
談u

６
月
19
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
４
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
11
日
D

e
法
律
相
談u

６
月
18
日
D
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

６
月
３
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
10
日
C

e
警
察
相
談u

６
月
17
日
C
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

６
月
２
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
９
日
B

e
心
の
悩
み
相
談u

６
月
16
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

心
配
ご
と
相
談

困りごと、心配ごとがありましたら、次
の人権擁護委員が相談をお受けします。
相談は無料で、秘密は固く守られますの
で、お気軽にご相談ください。

…人権啓発課　1４３‐１１９９
山鹿市人権擁護委員名簿

６月１日は
「人権擁護委員の日」

障
が
い
の
あ
る
方
の
職
業
訓
練
を
菊

池
市
で
お
こ
な
い
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
。

対
象u

知
的
・
精
神
障
が
い
者

定
員u

２
人

訓
練
期
間u

８
月
１
日
F
〜
10
月
31
日
F

内
容u

電
子
部
品
の
製
造
や
企
業
の
環

境
整
備
等
、
事
業
所
で
の
職
場
実
習
を

と
お
し
て
、
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け
、

就
職
を
め
ざ
す
訓
練
で
す
。

場
所u

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
も
ん
・
ゆ
ー
す
」（
菊
池
市
大
琳
寺
）

お
よ
び
実
習
先
企
業

募
集
期
間u

６
月
２
日
B
〜
７
月
11
日
F

…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

1
24
‐
８
６
０
９

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

1
096
‐
378
‐
０
１
２
１

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し

た
職
業
訓
練
生

テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ

Ｖ
）
を
利
用
し
て
の
授
業
で
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間u

６
月
15
日
a
〜
８
月
31
日
a

【
教
養
学
部
】

履
修
・
入
学
料

・
全
科
履
修
生
　
２
２
、
０
０
０
円

・
選
科
履
修
生
　
　
８
、
０
０
０
円

・
科
目
履
修
生
　
　
６
、
０
０
０
円

（
共
通
授
業
料
１
単
位
５
、
５
０
０
円
）

※
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
選
科
・
科
目
履
修

生
に
入
学
可

※
全
科
履
修
生
は
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

か
ら
の
編
入
可

【
大
学
院
】

履
修
・
入
学
料

・
修
士
選
科
生
　
１
６
、
０
０
０
円

・
修
士
科
目
生
　
１
２
、
０
０
０
円

（
共
通
授
業
料
１
単
位１１

、
０
０
０
円
）

※
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
修
士
選
科
・
科
目

生
に
入
学
可

…
〒
８
６
０
‐
８
５
５
５

熊
本
市
黒
髪
２
‐
40
‐
１(

熊
本
大
学
内)

放
送
大
学
　
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
341
‐
０
８
６
０
　

平
成
20
年
度
第
２
学
期
放
送
大

学
学
生

期
間u

６
月
21
日
G
〜
８
月
31
日
A

監
視
員
年
齢u

16
歳
〜
49
歳

募
集
人
員u

12
人
程
度

募
集
期
間u

６
月
２
日
B
〜
30
日
B

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
電
話
連
絡
後
、
履
歴
書(

写
真
添
付)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
面
接
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。

…
地
域
振
興
公
社
　

1
43
‐
０
１
１
１

市
民
プ
ー
ル
の
監
視
員

地区名

山 鹿

鹿 北

菊 鹿

鹿 本

鹿 央

氏　名
藤 森 純 也
近 藤 安 隆
野 満 孝 子
松 江 和 子
古 川 芳 史
石 貫 若 継
東 　 正 隆
原 口 嗣 春
萩 尾 一 寿
田中佐和子
江 藤 朝 子
小 山 洋

電　　話
４３‐３５５７
４３‐６５４７
４３‐３６３８
４３‐３７９６
３２‐４０８８
３２‐２６１８
４８‐３８３７
４８‐９９２７
４６‐２９３８
４６‐４６０９
３６‐２６７２
３６‐２８３４

問合せ

問
合
せ
・
申
込

こ
の
た
び
、
鹿
北
水
彩
画
ク
ラ
ブ
の

活
動
が
、
鹿
校
通
り
で
の
教
室
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
会
員
を
募
集
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場u

パ
ス
タ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
ポ
ポ
ロ

期
日u

毎
月
第
二
木
曜
日

時
間u

午
後
８
時
〜
10
時

…
パ
ス
タ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
ポ
ポ
ロ
内

1
44
‐
４
８
３
５

※
問
い
合
わ
せ
は
、
午
後
３
時
以
降

に
お
願
い
し
ま
す
。

水
彩
画
教
室
会
員

問
合
せ
・
申
込

申
込
・
問
合
せ

試
験
日u

10
月
19
日
A

受
験
資
格u

原
則
と
し
て
、
保
健
、
医

療
、
福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
方

試
験
案
内
の
配
布
期
間u

６
月
16
日
B
〜
７
月
18
日
F

試
験
案
内
の
配
布
場
所u

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
各
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
支
所
含
む
）

申
込
期
間u

７
月
７
日
B
〜
18
日
F

※
郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
布
は
行

い
ま
せ
ん
。

…
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
322
‐
８
０
７
７

平
成
20
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ
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６月
開催日 行　事　名 時間 料金

夜間 有料７日G 宮沢和史「弾き語りによるコンサ
ート　寄り道」

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

１日A

８日A

15日A

22日A

29日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
６
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

もろとみ医院／上塚外科胃腸科医院／幸村医院

武内医院／大坂整形外科医院

三森循環器科呼吸器科病院

星田内科医院／松永整形外科リウマチ科

大坪内科呼吸器科医院／はとの眼科クリニック

k来民うちわ展
yuichiほか11人の作家によるオリジナルうちわを展示
期間u６月12日E～24日Cまで

いつものごはんカフェji-u(下町）
1４１‐３０１７（水曜定休）

k高木敬二流木展
期間u６月12日E～７月24日Eまで

k西田美紀陶人形展
期間u６月27日F～７月24日Eまで

古民家　百花堂（上町）
1０８０‐６４２６‐４５１９

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k倉原誠也絵画個展
八方ヶ岳などの風景を描いた油彩画18点を展示
期間u6月２日B～14日Gまで

k橋本隆齋近作油彩展
自然の風景や野草などを描いた油彩など18点を展示
期間u6月16日B～30日Bまで

（最終日はそれぞれ15：00まで）

k水墨画展
k竹細工・手芸展
地元同好会の方々の作品展（同時開催）
期間u6月１日A～15日Aまで

「万葉の風」鹿央物産館（常設展示場）1３６‐３８３８
時間u10：00～17：00 （月曜定休）

日
時u

６
月
22
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
で
心
の
幸
せ
を
学
び

ま
す
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
集
い

日
時u

６
月
13
日
F

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵
　

テ
ー
マu

環
境
月
間

・
キ
ャ
ン
ド
ル
を
手
作
り
し
て
参
加
し

よ
う
１
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

・
エ
コ
マ
ジ
ッ
ク
で
楽
し
く
eco(
エ
コ)

体
験
!!

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

催催
　　
しし

日
時u

６
月
８
日
A

午
後
７
時
〜
８
時
　

場
所u

山
鹿
市
民
会
館

入
場
料u

会
員
は
無
料

※
会
員
制
で
す
（
随
時
入
会
受
付
中
）

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場
　

1
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

人
形
劇
・
影
絵
劇

「
や
く
そ
く
・
続
た
べ
た
い
な
ァ
」

健
康
づ
く
り
、
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
町
の
講
座

や
、
地
域
の
自
主
講
座
の
仲
間
が
集
ま

り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

日
時u

６
月
22
日
A

開
場
　
午
前
11
時
半
　
開
演
　
正
午
　

場
所u

植
木
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

…
実
行
委
員
会
事
務
局

1
090
‐
８
３
９
９
‐
１
６
１
９(

上
村)

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
、

管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
親
子
で
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時u

６
月
28
日
G

午
後
２
時
　

場
所u

鹿
本
キ
リ
ス
ト
教
会

入
場
料u

無
料

曲
目u

と
な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー

な
ど

※
宗
教
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

…
熊
本
管
楽
器
（
冨
田
）

1
46
‐
１
７
８
５

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
レ
ク

ダ
ン
ス
の
つ
ど
い

子
連
れ
サ
ー
ク
ル

ピ
ヨ
コ
コ
コ
ン
サ
ー
ト

一
足
早
く
夏
を
先
取
り
！

日
時u

６
月
21
日
g
午
前
10
時

場
所u

山
鹿
市
民
プ
ー
ル

…
地
域
振
興
公
社

1
43
‐
０
１
１
１
　

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

【
山
鹿
市
読
書
活
動
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
】

山
鹿
市
民
に
読

書
活
動
の
推
進
を

広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、

読
書
活
動
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
山
鹿
ら

し
さ
を
表
現
し
た

だ
れ
も
が
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格u

山
鹿
市
在
住
の
方

受
付
期
間u

６
月
１
日
a
〜
30
日
B

応
募
方
法u

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
】

・
応
募
用
紙
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
中
の
漢
字
に
は
、
ふ
り
が
な
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
人
で
何
点
出
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

・
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
】

・
応
募
用
紙
に
は
、
住
所
、
氏
名
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

・
上
質
紙
を
使
用
し
、
10
cm
×
10
cm
内
に

収
め
て
く
だ
さ
い
。

・
彩
色
材
料
は
自
由
、
色
数
は
３
色
ま
で

と
し
ま
す
。

・
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

選
考
方
法u

選
考
委
員
会
に
お
い
て
選

考
を
行
い
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

…
社
会
教
育
課
　
　

1
43
‐
１
６
５
１
　

申
込
・
問
合
せ

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て

今
年
４
月
２
日
以
降
、
韓
国
全
土

に
お
い
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い

て
も
、
秋
田
県
、
北
海
道
で
オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
は
生
き
物
で
す
か
ら
、
人
と
同
じ

よ
う
に
い
つ
か
は
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
も
様
々
で

す
か
ら
、
皆
様
の
ペ
ッ
ト
の
鳥
や
野

鳥
が
死
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
々
に
死
ん
だ
り
、

同
じ
場
所
で
複
数
の
鳥
が
死
ん
で
い

る
の
を
発
見
し
、
不
審
に
思
わ
れ
る

場
合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
参
考
に
さ
れ
る
な
ど
、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…
農
林
振
興
課

1
43
‐
１
５
５
６

城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

1
46
‐
２
０
７
５

http://www2.ocn.ne.jp/̃kitajiei/

熊
本
県
Ｈ
Ｐ

「
家
畜
保
健
衛
生
所
の
広
場
」

http://www.pref.kum
am
oto.jp/c

onstruction/section/kaho/index.
htm 問

合
せ

場
所
と
日
時u

q
山
鹿
市
役
所
前
駐
車
場

６
月
24
日
C

午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

w
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」

６
月
25
日
D

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

午
後
０
時
半
〜
３
時
半

農
林
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

聴覚に障がいをお持ちの皆さま、日頃の生活で困
ることはありませんか？
役所や病院、学校等での手続きなどに手話通訳が
あれば助かります。
手話通訳は、熊本県ろう者福祉協会の会員でなく
ても無料で受けることができます。

手手手手話話話話通通通通訳訳訳訳を利用してみませんか？★

一人で悩まずに、依頼をしてください。お待ちし
ています。

…熊本県手話サークル鹿本わかぎ山鹿グル－プ
542‐１１７１

山鹿市社会福祉協議会山鹿支所　　543‐５９２６

★

問合せ・申込
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R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん大大大大募募募募集集集集！！！！

有働　綺芽
あやめ

ちゃん
（H17.６.８生れ）
中浦（鹿央）

Qわたしからのメッセージ
じいちゃん、ばあちゃん、
きぃばあちゃん、これから
もかわいがってネ！

Qママからのメッセージ
うたに合わせて踊るのが得意
です。でんぐりがえりもでき
るよ！

青木　恵太
けいた

ちゃん
（H18.11.11生れ）
下内田（菊鹿）

問合せ
Vol.38

健康維持のための運動の代表となるのはウォーキン
グです。ウォーキングは、体内に酸素をたくさん取り
込む有酸素運動で、特別な用具を準備する必要がなく、
年齢などを問わず誰にでも手軽にできる運動です。
運動量や速度なども自分で調整ができるため高齢者

や肥満の方にも良い運動で、心肺機能を高め、下半身
の筋力の衰えを抑制し、姿勢が良くなる事で腰痛の予
防にもなります。また、自分の体重をすべて受け止め
ながら歩く事で、骨にも負荷がかかり骨粗鬆症の予防
にも効果があります。
しかし、効果を上げるためには正しい姿勢で歩く事

が前提です。間違った姿勢で無理に歩き続けると、か
えって足腰を痛めてしまう事も少なくありません。

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん とととと みみみみんんんんなななな のののの 健健健健康康康康情情情情報報報報

荒木　陸翔
りくと

ちゃん
（H17.9.24生れ）
山鹿（山鹿）

Qわたしからのメッセージ
一心行の大桜を見に行きま
した。ぼくは小さいのでひ
っくり返って見ました。き
れいかったです。

ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

ウォーキング
～正しい姿勢で歩きましょう～

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

ウォーキングの効果を上げるために正しい姿勢、正
しい歩き方を身につけましょう。
正しいウォーキングフォームは次のとおりです。
１背筋を伸ばし軽く顎を引き、肘を90度から120度位に
曲げ、肩の力を抜きうでを大きく振って状態をまっ
すぐに保つのが基本。
２足だけで歩くのではなく、腰から前に大股で歩く。
３足をまっすぐに前に伸ばし、横ぶれしないように。
４足のつま先で蹴り出すように。

おおおお口口口口のののの健健健健康康康康大丈夫ですか？
歯の衛生週間～無無無無料料料料歯歯歯歯科科科科健健健健診診診診～

日時u６月２日B 山鹿・菊鹿　６月９日B 山鹿・鹿北
６月16日B 山鹿・鹿本　６月23日B 山鹿・鹿央
６月30日B 山鹿

受付時間u山鹿・鹿本　13：30～15：00
(山鹿支所のみ　受付13：20～　開始13：30）
鹿北・菊鹿・鹿央　９：30～11：00

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿　北→鹿北老人福祉センター
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

日時u６月２日B 菊鹿　　６月９日B 山鹿・鹿北
６月16日B 鹿本　　６月23日B 鹿央

受付時間uいづれも、９：30～11：00
場所u母子健康手帳交付と同じ

母子健康手帳交付乳幼児健診
k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（20年２月生）
日時u６月17日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（19年10月生）
日時u６月24日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（18年10月生）
日時u６月３日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（17年２月生）
日時u６月20日F 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央

k鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
＊乳児健診（19年10月・20年２月生）
日時u６月10日c 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（18年10月生）
日時u６月25日D 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿

＊３歳児健診（17年２月生）
日時u６月26日E 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿

育児相談

平成20年度山山山山鹿鹿鹿鹿市市市市各各各各種種種種健健健健康康康康診診診診断断断断実実実実施施施施について

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０

・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

特定特定健診・保健指導とは

～６月は「「「「食食食食育育育育のののの月月月月」」」」です～

食生活において、栄養の偏り、不規則な食事、肥満や
生活習慣病の増加、過度の痩身志向、食の安全、食の海
外への依存、伝統的な食文化の危機等の課題が生じてき
ています。こうした食をめぐる環境変化の中、子どもた
ちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身につけるた
め、そして、すべての国民がさまざまな経験を通じて食
に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活
を実践するため、食育の推進が求められています。
そのための取り組みとして、毎年６月は「食育月間」、

さらに、食育推進運動を継続的に展開するために毎月19
日を「食育の日」と定めています。
できることから始めてみましょう！

１　食を大切にする心を持ち楽しみながらおいしく食事
をしましょう
２　食事バランスガイドを活用して、主食・副菜・主菜
を適量で、組み合わせて食べましょう
３　朝ごはんを食べましょう
４　外食や昼食を利用するときは、栄養成分表示等を参
考にして選びましょう
５　地産地消に心がけ、地域の食文化を大切にしましょう

【くまもと２１食生活指針２００７】

医療保険者（国保、政管健保など）が、
40～74歳の被保険者を対象に、メタボリ
ックに着目した特定健診・特定保健指導
を実施します。実施方法・時期は医療保
険者によって異なります。詳しくは、医
療保険者にお尋ねください。
※まだ、申し込みされてない方でご希望
の方は、下記までご連絡ください。

…健康増進課
1４３‐００５０

鹿本郡市歯科医師会では、歯の衛生週間に合わせて、無
料歯科健診を開催します。
日頃の歯のお手入れの方法やお口の中のチェック等、お口

の中の健康をこの機会を利用して振り返ってみませんか？
対象者u山鹿市在住の方（子どもからお年寄りまで）
内容u歯科医師による無料歯科健診及び歯科相談

希望者へのフッ素塗布
歯科衛生士によるブラッシング指導

日時u６月７日(土)14：00～16：00（受付14：00～15：30）
場所u鹿央町多目的研修センター

今年３月に、各種健診希望調査票にて受診の申し込みをされた方に、健
診２～３週間前に健診の案内状をお届けします。※一部負担金があります。

内　　容

問診・内科診察・身体計
測・血圧測定・尿検査・
血液検査

胃がん・大腸がん・腹部超
音波・肺がん・乳がん・骨
粗鬆症・子宮がん・肝炎ウ
イルス・前立腺がん

子宮がん

場　所
指定医療機関
から選んでい
ただきます

市内指定箇所

各総合支所
１箇所

指定医療機関
から選んでい
ただきます

健診時期

７～８月

７月の
指定日

８～９月
の指定日

７～８月

対象者
国民健康保険
加入の40～74
歳の方
国民健康保険
加入の19～74
歳の希望者
生活保護世帯
の希望者
19歳以上の方
(検診内容によ
り異なるもの
もあります)
19歳以上の女
性

受診方法
個別医療
機関健診

集団

集団

個別医療
機関健診

健診名

特定健診

がん集団
検診

子宮がん

検診

問合せ・申込
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◆市◇民◆文◇芸◆

【
短
　
歌
】

鹿
北
短
歌
会
　
五
月
例
会

互
選

満
開
の
桜
も
愛
で
ず
逝
き
給
う
師
の
影
浮
か

ぶ
桜
か
な
し
や
　
　
　
　
　
　
徳
永
　
則
子

わ
が
心
鬱
々
と
し
て
愉
し
ま
ず
櫻
咲
き
し
に

師
の
在
さ
ね
ば
　
　
　
　
　
　
西
牟
田
節
代

ア
キ
君
が
引
っ
越
し
て
行
っ
た
庭
隅
に
青
い

ボ
ー
ル
が
転
が
っ
て
い
る
　
　
深
牧
ミ
サ
キ

菊
鹿
短
歌
会
　
四
月
作
品

ま
っ
白
に
今
年
も
ひ
ら
く
白
木
蓮
仰
ぎ
て
今

朝
の
地
下
足
袋
を
履
く
　
　
井
手
上
い
つ
子

孟
宗
山
に
今
日
は
付
い
て
来
し
孫
の
姿
し
ば

し
ば
見
え
ず
名
を
呼
ぶ
　
　
　
中
原
　
英
子

月
の
夜
は
冴
え
て
白
蓮
満
開
の
青
き
視
界
に

わ
れ
を
誘
ふ
　
　
　
　
　
　
　
富
田
　
龍
子

鹿
央
短
歌
教
室
　
四
月
作
品

夜
の
更
け
に
ピ
ア
ノ
の
音
の
響
き
く
る
男
の

孫
が
ひ
く
耳
に
や
さ
し
く
　
　
立
山
　
メ
子

月
毎
の
生
涯
大
学
誰
彼
と
触
れ
合
う
笑
顔
心

癒
や
さ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
志
摩
子

日
射
し
少
し
寒
遠
ざ
か
る
畑
土
手
に
春
の
香

り
の
蕗
の
薹
つ
む
　
　
　
　
　
木
下
　
精
子

山
鹿
短
歌
会

五
月
例
会

連
翹
の
黄
の
花
枝
に
開
き
た
り
恥
ら
ふ
ご
と

く
み
な
う
つ
向
き
て
　
　
　
　
横
手
　
　
淑

杉
植
う
る
我
の
頭
上
の
綿
雲
が
大
き
く
一
つ

間
近
に
見
え
て
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
和
代

ひ
と
入
ら
ぬ
獣
の
径
に
紅
葉
し
て
野
い
ち
ご

の
葉
は
わ
が
位
置
占
め
る
　
　
荒
木
　
光
子

あ
じ
さ
い
短
歌
会
　
五
月
例
会

我
が
畑
に
立
ち
寄
り
も
せ
で
紋
白
蝶
憑
か
れ

し
如
く
高
く
行
き
た
り
　
横
尾
　
ト
シ

魚
信
な
き
渕
の
底
ひ
に
一
す
じ
の
白
き
を
曳

き
て
ゆ
く
飛
機
の
有
り
　
　
　
山
口
　
信
博

爆
音
を
ふ
り
ま
き
な
が
ら
中
空
を
ヘ
リ
の
編

隊
北
へ
過
ぎ
ゆ
く
　
　
　
　
　
野
口
　
暉
夫

【
俳
　
句
】

鹿
本
俳
句
会
　
四
月
例
会

利
光
釈
郎
選

揚
雲
雀
上
が
り
し
空
に
朝
の
月

渡
辺
　
　
久

田
の
ハ
ウ
ス
灯
り
朧
に
浮
び
け
り荒

木
　
文
子

春
の
空
夜
道
を
二
人
で
歩
き
け
り坂

本
　
文
子

山
鹿
俳
句
教
室

四
月
例
会

岩
岡
中
正
選

鶏
小
屋
の
す
た
れ
て
梅
の
花
吹
雪小

南
や
ち
よ

雲
雀
の
巣
横
目
で
見
つ
つ
忍
び
足森

川
　
幸
恵

暖
か
や
鉢
の
め
だ
か
の
浮
き
泳
ぐ中

原
美
智
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

紫
雲
英
田
に
子
ら
遊
ば
せ
し
日
の
浮
か
ぶ
　
　

村
上
　
綾
子

ま
ぐ
な
む
の
瞳
に
入
り
し
と
泣
き
戻
る

木
場
　
掬
野
　

鉄
線
の
垣
根
か
ら
ま
る
こ
む
ら
さ
き
　
　
　
　

疋
田
由
利
子

【
肥
後
狂
句
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

四
月
例
会

小
水
流
繁
富
選

騒
ぐ
な
　
下
手
な
歌
で
ん
聞
い
て
や
れ

新
谷
　
信
之

時
の
流
れ
　
惜
し
ま
れ
走
る
寝
台
車
　
　
　
　

稗
田
　
　
恵

口
ば
か
り
　
俺
の
命
は
ぬ
し
の
も
ん

田
代
　
楽
城

時
の
流
れ
　
閉
校
式
に
出
る
涙

寺
本
凡
久
楽

澄
み
切
っ
て
　
岩
陰
に
居
る
ド
ン
カ
ッ
チ
ョ
　

冨
田
　
土
管

竹
下
賀
松
選

口
ば
か
り
　
身
銭
切
ら
し
た
事
ッ
の
無
ァ

立
山
　
連
峰

時
の
流
れ
　
小
作
の
機
嫌
取
る
地
主

松
井
　
爆
笑

澄
み
切
っ
て
　
五
湖
に
映
し
た
逆
さ
富
士

古
里
イ
ツ
代

し
も
た
ァ
　
名
乗
り
出
て
来
た
落
と
し
主

長
瀬
　
狂
介

澄
み
切
っ
て
　
喉
潤
す
る
岩
清
水古

庄
　
敬
子

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

四
月
例
会

伊
藤
　
元
選

素
手
振
り
で
　
湯
呑
み
の
お
茶
に
酔
う
と
ら

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
千
万
歩

素
手
振
り
で
　
行
く
に
行
け
な
い
当
祝
い

森
山
　
旬
彩

腹
ン
立
つ
　
誰
で
ん
よ
か
て
刺
し
殺
す

荒
平
　
　
峠

k

訂
正
と
お
詫
び

５
月
１
日
号
で
掲
載
し
た
山
鹿
短
歌
会
の
３

句
目
、
河
原
に
何
く
ち
ば
無
啄
ば
む
と
寄
り

ゆ
け
ば
小
さ
き
五
十
羽
い
っ
せ
い
に
発
つ

は
、「
河
原
に
何
啄
ば
む
と
寄
り
ゆ
け
ば
小

さ
き
五
十
羽
い
っ
せ
い
に
発
つ
」
の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

４月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿　尾形　祐典さんQ竹下　美幸さん

深草　達哉さんQ江口　有美さん
八　幡 竹田　健二さんQ白根菜津子さん

重松　哲康さんQ栗原　昌希さん
平小城 荒木　　真さんQ森　由香里さん
三　岳　大坪　正和さんQ境　　祐美さん

野口　淳也さんQ藤川　愛子さん
野添　　毅さんQ寺本由紀子さん

三　玉　池田　茂樹さんQ田中　宏美さん
井上　暢祐さんQ永田　美治さん

大　道 坂本　哲也さんQ安東　　舞さん
川上　祐樹さんQ勢田　真理さん

菊　鹿
内　田　冨田　訓光さんQ田中亜里沙さん　　　　　
鹿　本
稲　田　冨田　圭吾さんQ西久保麻美さん

古家　敬士さんQ城　　優佳さん　　　　　
木下　義文さんQ森本絵梨奈さん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿 松川　瑠南
る な

さん　阿蘇品大和
やまと

さん
藤�日花里

ひ か り

さん　中村　　花
はな

さん
西島　滉太

こうた

さん　堀之内　葵
あおい

さん　　　
米　田　坂本　結音

ゆうおん

さん
八　幡 津田　彩音

あやね

さん　橋口　獅音
れおん

さん
三　岳 中嶋　美音

みおん

さん
三　玉　栗木　美羽

み う

さん　栗木　大翔
だいと

さん
松本　　絆

ばん

さん　木村こころさん
長迫　宣樹

のぶき

さん　堀　　有槻
ゆづき

さん
大　道 原山　実紗

みすず

さん　�塚　美穂
み ほ

さん
永田　陽輝

はるき

さん　岩崎ゆめかさん
菊　鹿

内　田　飯川　聖蘭
せいらん

さん　渡邉　とわさん
六　郷 木庭　春菜

は る な

さん
鹿　本

来　民 鬼塚　結女
ゆ め

さん　豊田　拓哉
たくや

さん
鹿　央

千　田 小田　　楓
かえで

さん

山　内 緒方　琴子
ことね

さん

◆おくやみ◆
山　鹿
山　鹿　石崎リツ子さん(82) 石原ミツエさん(86)

廣瀬　一美さん(70) 杉本　敏實さん(82)
木庭　辰男さん(81) 早田　富子さん(75)
河田　　築さん(80) 坂本ヒソミさん(66)
吉見　清一さん(66) 源　　光秀さん(82)
緒方　政博さん(77) 桝田　忠道さん(92)

米　田 星子ユキ子さん(81) 星子　鶴舞さん(93)
�山　英亮さん(76)

川　辺　中島富士人さん(64)
八　幡 松尾　松義さん(88) 本田　義丸さん(75)

酒井　沙織さん(22) 池田晟二朗さん(0)
三 岳　園田　公博さん(74) 池部　映子さん(72)

石川ツル子さん(80)
三 玉　清島イツコさん(87) 木庭　計介さん(88)

藤永　清己さん(80)
大　道 栗原　三典さん(75)
鹿　北

岳　間　小川　春雄さん(83) 樺　　基範さん(79)
江口久美子さん(78)

岩　野 稲葉シズコさん(90)
広　見 松永　武文さん(49) 伊織　四人さん(91)

古川ハツ子さん(88)
菊　鹿
六　郷 古閑　博安さん(67) 月足　泰幸さん(58)

東　　トヨさん(94) 内田　辰已さん(88)
横田　直道さん(87) 

城　北 冨田ミサヲさん(88) 森田　政時さん(65)
坂本　克之さん(73) 栗原　一�さん(79)
�永クニカさん(100)

鹿　本
来　民　太田　勝子さん(93) 奥村　　洋さん(72)

冨田キクヨさん(96)
鹿　央

千　田 宮口　光�さん(56) 森　　　康さん(90)
米野岳 村上　静枝さん(98) 深川　義次さん(90)

※４月中の届出受付分を掲載しています

山鹿八景写真コンテスト山鹿八景写真コンテスト20082008
１．趣旨　ふるさとへの関心を高め、山鹿の魅力を広く宣伝する

ことを目的に、昨年に引き続き第２回の写真コンテス
トを実施します。（昨年の入賞作品は28ページに掲載）

２．テーマ【山鹿八景部門】八景・準八景を題材としたもの
【フリー部門】八景以外で市内の魅力を表現したもの

３．応募条件　プロアマ問わず、どなたでも応募できます。
４．応募サイズ　四つ切(254×305mm)、４PW(254×365mm）
５．応募方法　応募票(部門名、題名、住所、氏名、年齢、電話番号)

を記入し、作品の裏面にテープで貼り付け郵送。
６．入選【山鹿八景部門】山鹿八景賞１点(５万円)、山鹿準八景

賞２点(２万円）、優賞３点(１万円）
【フリー部門】特別賞２点(２万円）
【両部門】入賞10点以内（特産品）

７．募集締切　平成21年２月20日F (当日消印有効)
８．応募先・お問い合せ

861-0592 山鹿市山鹿978 山鹿市役所　観光課
山鹿八景写真コンテスト事務局
1４３-１５７９ 5４３－８７９５　

９．発表　３月に入賞者に通知。広報紙、市ホームページでも発表。
10．その他　詳しくはお問い合せ下さい。



連載第10回

山鹿八景写真コンテスト
優秀作品発表

「山鹿八景写真コンテスト」には、県内外より152点の応募があり、熊本
日日新聞社写真部長田上辰也さんら選定委員による厳正なる審査の結果、
入賞作品18点が決定しました。たくさんのご応募ありがとうございました。

最優秀賞 「山鹿千年灯篭祭」
村上　竜介（合志市）

優秀賞 「冬の岩原古墳群」
緒方　賢子（山鹿市）

優賞 「竹あかりロマン街道」
松永　高明（山鹿市）

優賞 「美しの棚田」
中村　堅治（熊本市）

優賞 「防人たちの遥かなる思い鞠智城」
江口　伸生（合志市）

優賞 「秋の不動岩」
河野健二郎（山鹿市）

優賞 「八千代座二階特等席」
志賀　質（大津町）

優賞 「矢谷渓谷」
竹下　勇二（山鹿市）

入賞
岡田　孝一（熊本市）
木下　保之（熊本市）
丸山　尚美（熊本市）
野川　明洋（荒尾市）
木山　純一（山鹿市）
大木　寿子（山鹿市）
森本　弘毅（山鹿市）
平野　碩也（山鹿市）
蔵原　松三（山鹿市）
椎葉　国忠（湯前町）

広報やまが　2008.6.1 28

■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

編
集
後
記

Q
よ
う
や
く
暖
か
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

も
う
「
暑
か
〜
」
っ
て
い
う
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
ジ
メ
ジ
メ
し
た
梅
雨
も
、
す
ぐ
や
っ

て
き
ま
す
の
で
、
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
に
、

体
調
に
は
お
互
い
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ね
。

Q
中
国
で
大
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
中
国

の
ス
ケ
ー
ル
に
驚
く
一
方
、
日
本
は
地
震
大

国
で
す
の
で
、
よ
そ
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
い
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き
ま
す
。
身
の

回
り
を
今
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。(

か)
S

ツ
ー
ル
・
ド
・
コ
リ
ア
‐
ジ
ャ
パ
ン
を
ミ

ニ
特
集
し
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
レ
ー
ス
な

の
か
イ
メ
ー
ジ
は
つ
か
ん
で
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
？
自
転
車
が
好
き
な(

Ｋ)

は
、
取

材
を
し
な
が
ら
、
気
分
は
す
で
に
鞠
智
城
の

ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。(

笑)

大
会
期
間
中
は
世
界
各
国
か
ら
チ
ー
ム
関
係

者
や
マ
ス
コ
ミ
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
が
多
数
山

鹿
に
滞
在
さ
れ
ま
す
。
お
も
て
な
し
の
心
で

接
し
た
い
も
の
で
す
。

S

熊
本
県
で
は
毎
月
第
３
水
曜
日
を
「
熊
本

県
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ
ー
」
と
し
て
マ
イ

カ
ー
以
外
の
通
勤
を
勧
め
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
こ
の
機
会
に
、
自
転
車
通
勤
な
ど
を
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
か
？
　
　(

Ｋ)

人口　　58,543（＋14）
男　　27,640（＋５）
女　　30,903（＋９）
世帯数　21,011（＋54）
４月末現在（前月末比）


